
中学生防災通信ボランティア平成29年度第３回訓練

日時 平成30年3月17日(土)

午後1時30分～

場所 幡豆いきいきセンター

つつじホール

１ 挨 拶

２ 第３回通信訓練の説明

・トランシーバについて説明

・3年生 アマチュア無線トランシーバ（出力を極限に落としてある)を

使用し、２組(１～４班)に分け送受信訓練

・1､2年生 特別小電力トランシーバーで２組(５～８班)に分け送受信訓練

・訓練 内容：避難所から本部へ避難者数、被害状況の報告をし、また避

難所から本部への要請事項を伝える。

（要請文は、別紙の言葉を組み合わせて20文字程度の文を作る）

３ 通信訓練実施

・特別小電力トランシーバを使用

・各班(1～8班)に分かれて通信訓練実施

1～4班 つつじホール

5班､2Ｆホランティアルーム 6班､1Ｆ相談室隣談話コーナー

7班,2Ｆ元自販機コーナー 8班､1Ｆ西側通用口内側

４ 防災講 話 「災害に備えて自ら行動しよう」

講師 西尾市危機管理課杉浦様

５ ３年生メンバーのユニフォーム返納式

卒業生 岩瀬功汰 鈴木駿心 柳原佳伸 倉地美羽 鳥山渚

平井虹羽 柴田浩大 清水勇希 髙田実來 福田健将

三浦汰一 渡邉拓実 桐田聖来 中村愛実 星野菜摘希

大西陽介 牧野太紀 牧野悠吾

7 その他

・新年度のこと

・ＯＢ、ＯＧのこと

・記念集合写真



○ 通 信 訓 練

トランシーバについて
・電力の大きなものを使用するのは無線従事者免許がいる
・免許のいらないものは、電波の届く範囲がせまい。
・非常通信の場合は、生命が大切なので制限がない。

トランシーバーによる通信
・片通話である。携帯電話と違う。糸電話と同じ。
・ＰＴＴボタンを押しながら話す。ＰＴＴボタンを離して聞く。

ＰＴＴ(Ｐｕｓｈ Ｔｏ Ｔａｌｋ)
・「どうぞ」と「おわり」が必要

通信をするとき
・はっきり落ち着いて話す。
・すぐには聞きなおせないので、わからなかったところがあれば、そこを覚えておく。
・トランシーバのＭＩＣ部分に口を近づける(離すとエコーがかかったような声になる)
・一度に多く話さない。
・特に語尾をはっきり言う。また子音は伝わりにくいのではっきり言う。
・誰が誰と話しをしているかがわかること。
・訓練のときは、必ず「訓練」の言葉を言う。

訓練内容
避難所 「本部、本部、こちらは( )避難所の( )です。

感度いかがですか？ どうぞ」

本 部 「( )さん、こちらは( )です。
(感度の状況を伝える) どうぞ。」

感度の状況 ・感度良好です。
・少し雑音が入りますが、わかります。
・雑音が多くて聞きづらいです。
・ほとんど、了解できません。もう一度お願いします。

避難所 「○○さん、それでは○○避難所から、本部へ報告と要請がありますので、
送っていいですか？どうぞ」

本 部 「送ってください。どうぞ」

避難所 「訓練 こちらは、○○避難所の○○です。 報告は、
（報告文を送る） です。」以上です。どうぞ」

本 部 「了解しました。復唱します。
訓練 (受信文を読み上げる) これでいいですか？どうぞ」

避難所 「間違いありません。それから、避難所から本部へ要請事項があります。
送っていいですか。どうぞ」

本 部 「送ってください。どうぞ」

避難所 「訓練 こちらは、○○避難所の○○です。 要請事項は、

（各自作った要請文を送る） ください。」以上です。どうぞ」

本 部 「了解しました。復唱します。
訓練 (受信文を読み上げる) これでいいですか？どうぞ」

避難所 「間違いありません。こちらは○○避難所でした。おわり」

本部 「 さん 了解しました。おわり」



次の言葉を使って３０文字程度の要請文を作ってください。

けが人 余震

出血がひどい 津波

救援 高さ○ｍ

救急車 ○人

消防車 ○個

病院搬送 ○食分

通行止め ○ℓ

通行不能 不足

土砂崩れ 必要

ヘリコプター ホカロン

火災 懐中電灯

消火 毛布

消火器 トイレットペーパー

死者 非常食

避難者 パン

避難者数 カップラーメン

福祉避難所 おにぎり

避難所 飲料水

国道247号線 血圧の薬

県道 糖尿病の薬

市道 至急お願いします

愛知こどもの国 送ってください

幡豆中学校

東幡豆小学校

幡豆小学校

鳥羽老人憩いの家

体育館



避難所名
東幡豆小学校　　　　いきいきセンター

幡 豆 小学校　　　　鳥羽老人憩の家

名　前

時　間 　　　　　　　　　　時　　　　　分現在

避難者数 　　　　　　　　　　　　　人

被害状況

負傷者 　　人

倒壊家屋 　　棟

ライフライン

電気 停電　　    　　　　 戸

電話 不通話　　    　　　戸

水道 断水　　　     　　　戸

要請文

簡潔(短文)に記入

送信　受信　　時間　　　　　　　　　　　　時　　　　　　分

報　　　告


